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草の根技術協力（草の根パートナー型）事業要約 

Ⅰ．提案事業の概要 

1．対象国名 ラオス国 

2．事業名 ルアンパバーンの公認ガイドの技術向上を目指したインタープリテーショントレーナー
の養成事業（草の根パートナー型） 

3．事業の背景と必要性 ラオスの世界遺産都市である北部中核都市であるルアンパバーン県においては、2011年
は約 39 万人の観光客数であったが、2018 年の観光客数は約 75 万人を記録しており、
増加傾向にある。その結果、ルアンパバーン県のサービス業の雇用率は上昇し、観光業
を通じて発展を遂げてきた。他方で、観光客の大幅な増加により、自動車交通・廃棄物・
汚水排出の増大、遺産地区内のため池水質汚染等による環境悪化も懸念されている。ラ
オス政府による「第 8次国家社会経済開発 5か年計画（2016年～2020年）」では、ルア
ンパバーン県の歴史的遺跡、景観といった観光資源の活用による地域振興、雇用創出等
が掲げられてきたように、歴史的な街並みや地域の価値観を維持しつつ、国際観光都市
として十分な機能を持った都市として持続可能な発展の実現が求められている。本事業
は、確立するガイド養成の仕組みを通じ、地域資源の価値を観光客とガイドを含む地域
住民の双方が認識することで、地域環境保全の推進と持続可能な観光の実現に資するも
のであり、ラオス国内における観光産業を牽引することや観光産業の発展を地域全体に
裨益していくための地域開発に取り組むことが期待されている。 

4．プロジェクト目標 ルアンパバーンでインタープリテーショントレーナーが養成され、質の高い公認ガイド
養成の仕組みが構築される。 

5．対象地域 ルアンパバーン県 

6. 対象地域を管轄する

在外公館 

在ラオス日本国大使館 

7．受益者層 

（ターゲットグループ） 

現地トレーナー12名（ルアンパバーン県観光局（DoICT）3名、ガイド協会 5名、世界
遺産室 1名、Souphanuvong University1名、ラオス観光庁（MoICT）2名）ルアンパバ
ーン公認ガイド 60名 

8．生み出すべきアウトプ

ット及び活動 

<アウトプット> 

1. 行政、ガイド協会、旅行会社が連携したガイド養成の仕組みが構築される。  

2. 行政、ガイド協会、旅行会社の対象者がトレーナーとして養成される。 

3. インタープリテーション手法を用いたモデルツアーコースの開発、ガイド養成研修プ
ログラム、および教材、サインボード、マップが作成される。 

4. 養成されたトレーナーの研修実施によって、ガイドがインタープリテーション手法を
習得し、ガイドの質が向上する。 

<活動> 

1-1. 現地の状況を把握するためにガイドおよび旅行会社の調査を実施する。 

1-2. 行政、ガイド協会、旅行会社の連携体制についてのワークショップを実施する。 

1-3. DoICTが中心となり、既存のガイド研修に、より質の高いインタープリテーション
養成の項目を加えるためのワークショップを実施する。 

2-1. エコロジック専門家がトレーナーとなる行政、ガイド協会、旅行会社の対象者にイ
ンタープリテーション手法を習得するための現地トレーナー研修を実施する。 

2-2. 関係機関と情報共有、議論し、アクションプランを完成する。 

2-3. トレーナーへのインタープリテーションの理解を深めることを目的とした訪日研修
を実施し、自国における可能性について議論し、アクションプランを見直す。 

3-1. トレーナーと共にモデルツアーコースを作る。 

3-2. トレーナーと共にガイド養成のための研修プログラムを作る。 

3-3. トレーナーと共にガイド養成のための教材、サインボード、マップを作成する。 

4-1. トレーナーがガイドを対象に、インタープリテーションの基礎についての研修を実
施する。 

4-2. トレーナーが新規にガイドを目指す人々を対象とした公認ガイド研修の中で、活動
３で作成したインタープリテーション教材およびモデルコースを活用し、研修プログラ
ムを提供する。 

4-3. ガイドの技術評価を実施する。 

9．実施期間 2022年 2月～2025年 1月（3年 0ヵ月） 

10．事業費概算額 69,240千円 

11．実施体制 【日本側】一般社団法人エコロジック 

【現地側】ルアンパバーン県観光局（DoICT）、ラオス観光局（MoICT） 

Ⅱ．応募団体の概要 

1．団体名 一般社団法人エコロジック 

2．活動内容 地域参加型エコツーリズム開発支援、トレーナー養成、地域ガイド養成 

 


